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雪の夜は小さなホテルで 
謎解きを 

ケイト・ミルフォード／著 
山田久美子／訳 

東京創元社 創元推理文庫（2017 年） 

 冬休みが始まったその日、マイロの両

親が経営するホテル〈緑色のガラスの家
グ リ ー ン グ ラ ス ・ ハ ウ ス

〉

に、奇妙な五人の客が訪れた。偶然拾っ

た古い地図を手掛かりに、客達の目的を

探るマイロ。それはやがてホテルに隠さ

れた秘密に繋がっていく。 

 

林業従事者、猟師、登山家や山小屋経

営者たちなど、山と関わる人々から著者

が直接聞き取ったところに信憑性
しんぴょうせい

あ

り。科学が進んだ現代でも解明できない

山の不思議さは、福生に近い青梅でも起

きているのだ。 

 

 

山怪 弐 

山人が語る不思議な話 

田中康弘／著 

山と渓谷社（2017 年） 
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さよなら僕らのスツールハウス 

岡崎琢磨／著 

株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ（2017 年） 

 切り立った崖に建つシェアハウス

「スツールハウス」。幾人もの人たちが

暮らし、去っていく場所。そこで起こる

数々の小さなミステリーが、最後には

一つの大きな謎解きにつながる。読後

感がさわやか！ 

 

捜査一課の新米刑事がふと立ち寄っ

た時計店の壁に貼られた一文「アリバイ

崩し承ります」。新米刑事が頭を悩ます

アリバイ問題を、時計店の若い女店主が

話を聞いただけで鮮やかに謎を解く短

編集。 

 

 

アリバイ崩し承ります 

大山誠一郎／著 

実業之日本社（2018 年） 


